
平成 20年度 病理学 (第2病理)試 験問題

200929 腫瘍病理学分野

I   早期胃癌と進行胃癌の違いを能載し、進行胃癌の肉眼分類について病理学的に記載せ
よ。 (15点)

H  良性腫瘍と悪性腫瘍の違いについて、病理学的に説明せよ。 (10点)

III 下の (1)か ら (20)の 設F.8で正しい文章のFtlみ合わせを選択し、 1-5の 記号で
答えよ。 (各5点 ,計 75点 )

【組み合わせの選択肢】

1、 らd   2  、b   3 b,c   4dの み     5全 て

(1)細 胞診について

a 1927年 に初めて細胞診による悪性腫瘍の診断の可能性を提唱したのは、Dr PapanicOlaOuで、翌年
続けて提唱し"細 胞診の開祖"と いわれたのがIr Babesでぁる。
b パパニコロゥ染色では必ず湿固定をする。また特徴は細胞質を分イヒ度 (成熟度)に より染め分ける
ことであるが、それには色素分子の大きさと細胞質の構造の疎密が大きく関与してぃる。
c 悪性細胞の核は、基本的にヘマトキシリンを用いた染色では濃染するが、真エクロマチンを多く有
する悪性細胞では淡染する事がある。

d 組織診検査に対する細胞診検査の優位性は、検体の採取の際に患者に苦痛を与えることが少ないの
で繰り返し行える事であり、劣位性は反映する範囲が狭くスクリーニング検査に向かないことでぁ
る。

(2)自 血病について

a FAB分 類は、ベルオキシダーゼ染色により、慢性自血病を分類したものである。
b 自血病の急性と慢性の区別は、増殖細胞の分化 ・成熟段階によって分けられる。
c 急性前骨髄性自血病 (M3)は レチノイン酸が奏功する。
d 慢性骨髄性自血病では、フィラデルフィア染色体が出場する。

(3)顕 微鏡技術の基礎から応用について



a 位相差顕微鏡は光の回折と干渉により無染色標本にコントラストを与えるが、可視光を用いるた
め解像度の限界は loo llnlから200 Dln程度である。

b 一般染色法として汎用されるヘマ トキシリンーエォジン染色では、細胞質がピンク色、核が紫色
に染まる。

C 蛍光物質が発する光は励起光より長波長である。
d 緑色蛍光蛋自質 (Creen FluOrescent prOteln,CFPDと蛍光共鳴エネルギー移動 (Fluorescmce restlnallct
ma"枷 駆転 FRET)の 原理を組み合わせることにより、生細胞での分子間相互作用を画像化す
ることが出来る。

(4) 感染症について

a コッホの 4原 則とは、①ぁる一定の病気には一定の微生物が見出されること、②その生物を分離
できること、③分離した生物を感受性のある動物に感染さすると同じ病気をおこさせること。④
そしてその病巣部から同じ微生物が分離されること、でぁる。

b マイコプラズマ肺炎は、画像上斑状影を呈し、病理組織学的には肺胞内の好中球浸潤が日立っこ
とである。

C サイ トメガロゥィルス肺炎は、cD4陽 性リンパ球の数が減少すると、様々なサィトヵィン産生能
が低下してマクロファージの活性が阻害されることによって生じる。

d 肺の真菌感染症の原因としては、ヵンジダ肺炎が大部分であり、アスペルギルス肺炎はほとんど
みられない。

(5)痛 遺伝子の歴史にいて

a 最初の値瘍ゥィルスは 1911年 Rousに よってニフトリに肉腫を生じさせるろ過性病原体として発
見された。

b 癌遺伝子産物は、細胞の増殖を制御する蛋自質が変異したものである場合が多く、現在ではチロ
シンキナーゼが活性化されるとその下流でRasな どの GTP/GDP交換反応を促進する低分子量G蛋
自質が活性化されることが知られている。

C 1960年 HanaFusaに よってvirusか ら見出された世界最初の癌遺伝子 srcは の翻訳産物は、タンパク質のGTP/CDP交換反応を促進する。
d 1980年 腱inbergは、ヒト膀洸癌からDNAを抽出し、マウスの線維芽細胞内へのトランスフェク
ションした。その結果、得られた癌遺伝子はHarvey肉腫 virusが持っていた遺伝子と同一であっ
た。この遺伝子の翻訳産物はMYCタ ンパク質ともよばれ、チロシン残基をリン酸化する酵素であ
る。

(6)循 環障害について1

a いわゆるecOnOmy class syndromeでは、過凝固状態となってぉり、心筋梗塞を発症する頻度が高
ルヽ。

b 塞栓症には血栓塞栓症、脂肪塞栓症、空気塞栓症、羊水塞栓症などがぁるが、分娩時に起こりや
すいのは脂肪塞栓である。

c肝 硬変患者では肝職での蛋白産生量が低下するため、血中蛋白量が増加して、全身の浮腫が生じる
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ことが多い。

d 浮腫状態は組織中に体液が貯留することであるが、比重が 1015以 上、蛋自含有量が郵以上である

のは、滲出液であり、逆に比重が小さく蛋自含量が低いものは漏出液である。

(7) 循環障害について2

a 左′さ不全では通常、肉眼的ににくずく肝と言われる肝 うつ血を呈する。

b 空気塞栓症は 1011cc以上の空気で発症し、その 1つ である潜函病は、水圧の急激な低下により血

液中の酸素が気泡化して起こる。

c lschemiaと は動脈における血流低下により起こる可逆的な機能障害であり、心筋細胞 腎臓尿細

管上皮 小脳プルキンエ細胞では壊死に陥りやすく注意を要する。

d ショックは 。゙́diogemc 、
"llVOlemic septlcに

主に分類される。septlc shoよには

グラム陽性埠菌の産生するエンドトキシンが主な原因として挙げられる。

(8)エ キノコックスについて

a エキノコックスには多包虫と単包虫の2種類が知られるが、北海道で多いのは単包虫症である。

b 組織所見は、cystはクチクラ層が外層としてあり周囲には肉芽反応が起こる。また cyst内部には

原頭節を認めることもある。石灰化もしばしばみられる。

c 臨床的には、感染後 10年以上の潜伏期を経て、肝腫大、腹痛、黄疸、貧血、発熱、腹水貯留症状

を呈する。治療の第 1選択は駆虫薬であが、腫瘍と鑑烈l困難で切除される場合もある。

d エキノコックスの最終宿主はキツネなどであるが、ヒトは中間宿主であるため、ヒトからヒトの感

染に注意が必要である。

(9)結 核について

a 結核菌は、喀痰中の好酸菌をZichl Neelsen染色、または小川培地で培養することで同定され、最

近ではPCR法 も利用される。

b 粟粒結核とは、結核菌が血管内に侵入し血行性に散布され、さまざまな臓器や組織に多数の小さ

い粟粒大の結核結節を形成した状態のことである。

c 肺結核症は乾酪壊死を伴う類上皮細胞肉芽腫がみられ、類上皮細胞の間にLanまanS型巨細胞が出

現する。この菌はZ:ehI NeelscI染色で赤く染まる。

d ナルコイドーシスは若年成人の肺門リンパ節腫大として発見される場合が多いが、その病理組織

像は乾酪壊死がなく、類上皮型肉芽腫がみられることから、結核との鑑別には形態学的に可能で

ある。

(10)エ ナメル上皮腫について

a中 年以降に好発する

b plexlform(叢状型)、おIcuけ (胞巣型)の増殖パターンがある

c骨 外に発生するものがある

d上 顎前歯部に好発する



(11)血 小板について

a 抗血小板薬が作用する血小板刺激ポジティブフィー ドバ ック機構には、
"doo▼

genaSeと

thromboxane wnthetaseがある。

b 血小板の3大顆粒とは、α顆粒、濃染類粒、リボツームのことである。

c Bernard So述 er Ft候群は膜糖蛋自GPIb Ⅸ複合体の遺伝的異常による疾患で、血小板の血管への

粘着が阻上される。

d 血小板は骨髄中のトロンボポエチンにより成熱した巨核球の胞体が分裂して血中に放出されるこ

とによって生成される細胞で、出血した血管の内皮下コラーゲンに直接、またはvOn wmebrand

因子を介して粘着する。

(12)悪 性リンパ腫について

a 悪性リンパ腫はホジキンリンパ腫、非ホジキンリンパ腫に大月1され、前者のホジキンリンパ腫は

さらにT細 胞リンパ腫、B細 胞リンパ腫、NK細 胞リンパ腫に分けられる。

b 精巣部の腫脹をきたす疾患として胚細胞腫瘍に次いで多く、50代 以降に好発する。

c 胃に発生する節外性辺縁帯B細 胞リンパ腫 (MALTリ ンパ腫)は 胚中心様細胞が増殖ししばしば

形質細胞様分化を呈する。

d いわゆる低悪性度のB細 胞リンパ腫の代表的なものは、頻度順に以下である。バーキットリンパ

腫、マントル細胞リンパ腫、ろ胞性リンパ腫、小細胞性リンパ腫、NIALTリ ンパ腫である。

(13)唾 液腺について

a 多型腺腫は,唾 液腺腫瘍の中で最も高頻度のもので全体の半数以上を占める この腫瘍は本来良

性であるが,ま れに再発や悪性化をきたす

b フルチン腫瘍は,二 層性配列をとる上皮性細胞の乳頭状増殖, リンパ球浸潤などの組織学的特徴

を有する良性腫瘍で顎下腺に好発する

c 唾液腺悪性腫瘍のうち腺房細胞癌は一般に低悪性度であるが,粘 表皮癌は症例により低 ・中 高

悪性度のものがあり、臨床経過も異なる

d 腺様衰胞癌は大唾液腺および小唾液腺にも好発する 通常,明 瞭な線維性被膜を有しているが,

しばしば神経線維周囲腔への浸潤が見られる

(14)食 道について

8 逆流性食道炎は,胃 酸など消化管内容物の逆流による食道下部の炎症である Barrett食 道との

関係が指摘されている

b Barrett食 道の続発病変として癌の発生がある この場合の組織型は一般に扁平上皮癌である

c 食道癌の占拠部位としては胸部食道が圧倒的に多いが,そ の中でも胸部中部食道が最も高頻度で

ある しばしば粘膜上皮下リンパ管を介しての壁内転移も見られる

d 食道静脈瘤は門脈圧九進症の合併症として重要である 破裂すると大出血をきたし死亡すること

もある



(15)胃 の非腫瘍性疾患について

a 胃は体部から幽円側にかけて胃酸を分泌する胃底腺が分布してぉり、加齢とともに噴門側にも胃底
腺領域が拡大してぃき、胃酸過多状態となるため、中高年では胃潰瘍が多い。
b 胃潰瘍の発生原因筋の1っとして重要なものにアニサキシス症がぁり、冒生検にて確定診断がつぃ
た後はただちに除菌する必要がある。
C 胃潰瘍の原因の1っ としてzollinger ElllsOn症候群があるが、膵原発のインシュリン産生性の内
分泌腫瘍に伴うものである。

d 自己免疫型胃炎は、悪性貧血を背景に生じることが多く、萎縮性胃炎が基本像としてみられ、神経
内分泌細胞の増生あるいはカルチノイド腫瘍の発生を伴うことがぁる。

(16)胃 の腫瘍病変について

a 胃癌の肉眼的分類で 0型 (表在性)の中には I、Ⅱa、

もつとも多いのはnc(表面陥凹型)である。
b 印環細胞癌とは、神経内分泌細胞由来の腫瘍であり、
けて見える。

Ⅱb、Ⅱ。、II型に分けられるが、早期胃癌で

分泌顆粒が HEで 染まりにくいために自く抜

C 胃癌のリンパ節への転移は、粘膜筋板を越えた進行癌のみならず、早期胃癌でも見られる。
d スキルス胃癌とは著明な潰瘍形成がなく、胃壁の肥厚 硬化を特徴とし、病巣と周囲粘膜との境界
が不明瞭な癌でぁる。

(17)特 発性炎症性腸疾患について

a 特発性腸疾患に含まれる疾患としてc.。hn(クローン)病、潰瘍性大腸炎があげられる。
b クローン病では病変が飛石状に分布することから区域性腸炎 regional enteritisともよばれ、 し
ばしば、縦走潰瘍がみられる。

C 潰瘍性大腸炎の組織学的な特徴は、非乾酪性類上皮細胞肉芽腫の形成である。
d クローン病では潰瘍性大腸炎に比して、長い経過中で大腸癌の発生へ至ることが多い。

(18)大 腸癌について

a 神経内分泌系腫瘍でぁるカルチノイド腫瘍は直腸に発生することが多ぃ。
b 大腸藩の発癌過程は、遺伝子変異の蓄積により、正常上皮細胞が腺腫となりさらに腺癌へと進行す
る多段階発癌のメカニズムが明らかとなっており、腺腫であって切除の対象となり、切除段端に腫
瘍細胞の残存がないことを病理学的に確認することが重要である。
c 米国では大腸癌の分類としてはI ukes分類がしばしば用いられているが、Iukes Bとは、 リンパ節
転移のあるものであり、壁の深達度は無関係である。
d 腸管壁から発生するF.1葉系腫瘍としては、ヵハールの間質細胞由来の CastrOintestinal strolal
tu■orが あり、HEl12の発現が診断の決め手となる。

(19)乳 癌について

a 乳癌の組織型としては、線維腺腫が最も発生頻度が高い。
b 葉状腫瘍は葉状肉腫とも呼ばれ、通常は悪性である。



C Her2陽 性亭L癌には抗体医薬であるRituxanが適用される。
d パジエット病では組織学的には豊富で淡明な細胞質と多形性を示す核をもつパジェット細胞が■
皮内に散在してぃる。

(20)乳 癌について2

a 乳癌の発生頻度は年間 10万人に約 40人でありこれは大腸癌や胃癌の約半数にあたる。
b 髄様癌は異型が強く、予後不良とされる。
C BRCAlは 家族性乳藩と関連する遺伝子である。
d 乳癌の重要な予後因子は腋宿リンパ節転移の有無である。

(21)神 経疾患について

a 脳ヘルニアとは、腫瘍などで脳容積が増加して脳の「部が裂7しから脱出して  ょり圧の低い方へ移動したものである。生じた部により帯状回ヘルニア、鉤ヘルニア、小脳扁桃ヘルニアなどに
分類される。

b Paruson dlseaseで は、黒質 ドーパミンニューロンなどにいwγ小体が出現する。この疾患の4
大症候とは、企図振戦、無動、筋固縮、姿勢反射障害である。

C Alzhe■mer dlseaseでは、大脳皮質に老人斑、神経原線維変化がみられ、前者は3ア ミロィド、後
者にはリン酸化タウ蛋白が含まれる。

d pr■ On dlscaseはpn 2nと呼ばれる脳のタンパク質がその正常な高次構造 (PrPう から異常なもの(PrP“)に 変換された結果起こる疾患である。

(22)骨 肉腫について

a 骨腫瘍の代表的な疾患である。悪性の間質細胞が直接骨や類骨を産生する腫瘍でぁる。
b 悪性度の高い腫瘍で転移先としては肺が最も多い。
C 好発年齢は lo代後半であり、好発部位は膝周囲の長管骨の骨幹端である。
d 腫瘍組織が成長しを突き破ると骨膜反応により骨形成が起|る 。X線 上 cOdman三角といわれる。
Codman三角が形成されることによって、発見される骨肉腫は、画像撮影法の進歩とともに年々増
加してきてぉり、9o年代以後は早期発見の指標として着目されている。

(23) 神経変性疾患について

a ハンチントン病では尾状核の肥大 ・側脳室の縮小がみられる。
b 筋萎縞性側索硬化症では、脊髄前角と脳幹運動性神経核の大型運動神経細胞が変性し、脱落する。
C アルツハィマー痴果では、大脳皮質の神経細胞の萎縮と脱落があり、アミロィドを中心とする老
人斑と呼ばれる構造物が出現する。

こ
 多発性硬化症では、灰自質を中心に膠様に変色した脱髄斑がみられる。



(24)脳 腫瘍について

a llX腫瘍は成人と小児で小脳テント上とテント下において発生頻度がことなるが、小児の小脳に好発
する悪性脳腫瘍には膠芽腫 glioblastOmaが知られている。
b 神経膠腫(glioma)は、ll10分類でCradeIからIVに分類されているが、臨床的にCrade l,IIが 良
性、いade llI,IVが 悪性として取り扱われる.
c 転移性脳腫瘍の原発巣として頻度が高いものは、肺癌、手L癌、胃癌である。
d gliOblastOmaは代表的な悪性脳腫瘍であるが、子の診断根拠として重要なものには、乾酪壊死とそ
れを取り巻く腫瘍細胞の核のpalisading(観兵配列)がある。

(25)皮 膚について

a 接触性皮膚炎は表皮に海綿状浮腫があり、遅延型アレルギー反応が関与し、接触部位に一致して
湿疹病変がみられる。

b 皮膚病理診断の 3要 素とは、診断に最小限必要な所見 (Cllllln10n denolllhatOr)、特定の疾患を
示唆する特徴的所見 (Clue)、共通する所見を持つ疾患の区別 (Dderellt■al dlagn08iS)である。

c 毛母腫は小児の顔面、頭部に好発する毛球部の毛母基、毛幹への分化を示す良性腫瘍で、石灰化
上皮腫とも呼ばれる。

d 皮膚病理診断はもともと
'絵
あわせ診断」により行われていたが、病理所見と臨床診断が一致し

ない場合が多いため、Ackerlnanは 「パターン分類とアッレゴリズム解析」により実践的かつ論理
的な診断法を提唱した。

くくThe end oF ex8田 〉〉


